
仲

寒
蟬

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
９
６
年

「
港
」
俳
句
会
に
入
会

２
０
０
４
年

第
1
句
集

『海
市
郵
便
』
上
梓
、
こ
れ
に
よ
り

山
室
静
佐
久
文
化
賞
受
賞
。

２
０
０
５
年

第
50
回
角
川
俳
句
賞
受
賞

２
０
１
３
年

「群
青
」
創
刊
同
人

２
０
１
４
年

第
2
句
集

『巨
石
文
明
』
上
梓
、
こ
れ
に
よ
り

第
65
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
受
賞
。

２
０
１
９
年

「
港
」
終
刊

２
０
２
０
年

代
表
と
し
て
「牧
」
「平
（
ふ
ら
つ
と
）」
創
刊
。

２
０
２
３
年

第
3
句
集

『全
山
落
葉
』
上
梓

現

在

「牧
」
「平
（
ふ
ら
つ
と
）」
代
表

「群
青
」
同
人



令和5年 俳人協会秋季俳句講座

「戦争」にまさる季語はあるか？

「牧」「平」代表、「群青」同人

仲 寒蟬



は
じ
め
に

・
私
自
身
は
普
段
季
語
か
ら
発
想
し
て
俳
句
を
詠
ん
で

い
る
。

・
俳
句
の
テ
ー
マ
は
花
鳥
風
月
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば

戦
争
。
取
合
せ
の
句
で
は「
戦
争
」
に
匹
敵
す
る
強
力
な

季
語
は
あ
る
か
。
そ
の
場
合
そ
も
そ
も
季
語
は
必
要
か
。

・
戦
争
と
詩
・
・
・

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
叙
事
詩
『
イ
ー
リ
ア
ス
』

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
叙
事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
』

古
代
イ
ン
ド
の
叙
事
詩
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』

中
世
フ
ラ
ン
ス
の
叙
事
詩
『
ロ
ー
ラ
ン
の
歌
』

・
日
本
で
も
・
・
・『
万
葉
集
』
の
防
人
の
歌

防
人
に
行
く
は
誰
が
背
と
問
ふ
人
を
見
る
が
と
も
し
さ

物
思
ひ
も
せ
ず

父
母
が
頭
か
き
撫
で
幸
く
あ
れ
て
言
ひ
し
言
葉
ぜ
忘
れ

か
ね
つ
る

・
俳
句
が
戦
争
を
題
材
と
し
た
の
は
明
治
以
降
で
あ
る
。



・
も
ち
ろ
ん
特
定
の
政
治
的
立
場
を
表
明
す
る
こ
と

は
俳
句
と
し
て
相
応
し
く
な
い
。

・
仮
令
「
戦
争
反
対
」
と
い
う
誰
も
が
否
定
で
き
な
い

テ
ー
ゼ
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
俳
句
で
言
っ
て
ど
う

す
る
？

・
俳
句
は
成
り
立
ち
か
ら
し
て
も
、
歴
史
的
に
言
っ
て

も
、
常
に
庶
民
の
側
、
虐
げ
ら
れ
る
側
に
立
っ
て
物

を
言
う
文
芸
。

・
安
全
な
場
所
に
身
を
置
い
て
何
の
反
戦
か
と
の
批

判
も
あ
ろ
う
が
声
を
挙
げ
意
思
表
明
す
る
こ
と
に

は
意
味
が
あ
ろ
う
。



芸
術
と
戦
争

芸
術
家
が
戦
争
に
直
面
し
た
時
ど
う
行
動
し
た
か
。

・
二
十
世
紀
で
最
も
偉
大
な
指
揮
者
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
と
ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・
ト
ス

カ
ニ
ー
ニ
。

・
ピ
カ
ソ
の『
ゲ
ル
ニ
カ
』

・
藤
原
定
家

紅
旗
征
戎
吾
事
に
あ
ら
ず

（『
明
月
記
』
）

１
．
総
論



〇
戦
火
想
望
俳
句

火
野
葦
平
『
麦
と
兵
隊
』
を
読
ん
で
（「
俳
句
研
究
」
所
収
）

人
血
の
あ
ふ
れ
て
は
乾
く
千
里
の
麦

満
月
皓
々
た
り
流
弾
も
見
ゆ
る
か
と

死
な
ざ
り
し
横
腹
を
蚤
に
く
は
れ
け
る

日
野
草
城

「
風
」
第
七
号
「
戦
争
」
よ
り

射
ち
来
た
る
弾
道
見
え
ず
と
も
低
し

砲
撃
て
り
見
え
ざ
る
も
の
を
木
々
を
撃
つ

あ
を
海
へ
煉
瓦
の
壁
が
撃
ち
抜
か
れ

三
橋
敏
雄

逆
襲
ノ
女
兵
士
ヲ
狙
ヒ
撃
テ
リ

パ
ラ
シ
ウ
ト
天
地
ノ
機
銃
フ
ト
黙
ル

占
領
地
区
の
牡
蠣
を
将
軍
に
奉
る

西
東
三
鬼

２
．
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と

新
興
俳
句



〇
「
京
大
俳
句
」
と

新
興
俳
句
弾
圧
事
件

シ
ャ
ン
ペ
ン
と
オ
ム
レ
ツ
に
大
佐
の
嘔
吐

仁
智
栄
坊

一
兵
士
は
し
り
戦
場
生
れ
た
り

杉
村
聖
林
子

突
撃
の
燃
え
た
つ
顔
が
近
く
飛
ぶ

波
止
影
夫

母
の
手
に
英
霊
ふ
る
へ
を
り
鉄
路

高
屋
窓
秋

黒
髪
の
国
の
二
日
を
黙
し
征
く

平
畑
静
塔

獄
凍
て
ぬ
妻
き
て
わ
れ
に
礼
を
な
す

秋
元
不
死
男

や
が
て
ラ
ン
プ
に
戦
場
の
ふ
か
い
闇
が
く
る
ぞ

富
澤
赤
黄
男

凍
土
ゆ
れ
射
ち
し
砲
身
あ
と
へ
す
ざ
る

長
谷
川
素
逝

闇
ふ
か
く
兵
ど
ど
と
著
き
ど
ど
と
つ
く

片
山
桃
史

戦
争
が
廊
下
の
奥
に
立
つ
て
ゐ
た

渡
邊
白
泉

銃
後
と
い
ふ
不
思
議
な
町
を
丘
で
見
た

夏
の
海
水
兵
ひ
と
り
紛
失
す

憲
兵
の
前
で
す
べ
つ
て
転
ん
ぢ
や
つ
た



〇
戦
後
の
作
そ
の
他

敵
と
い
ふ
も
の
今
は
無
し
秋
の
月

高
濱
虚
子

広
島
や
卵
食
ふ
時
口
開
く

西
東
三
鬼

湾
曲
し
火
傷
し
爆
心
地
の
マ
ラ
ソ
ン

金
子
兜
太

送
る
万
歳
死
ぬ
る
万
歳
夜
も
円
舞
曲

攝
津
幸
彦

幾
千
代
も
散
る
は
美
し
明
日
は
三
越

南
国
に
死
し
て
御
恩
の
み
な
み
か
ぜ

松
島
を

逃
げ
る

重
た
い

鸚
鵡
か
な

高
柳
重
信

あ
や
ま
ち
は
く
り
か
へ
し
ま
す
秋
の
暮

三
橋
敏
雄

戦
争
と
畳
の
上
の
団
扇
か
な

戦
争
に
た
か
る
無
数
の
蠅
し
づ
か

忘
れ
ち
ゃ
え
赤
紙
神
風
草
む
す
屍

池
田
澄
子

戦
場
に
近
眼
鏡
は
い
く
つ
飛
ん
だ

あ
あ
弥
生
ば
ら
ま
か
れ
た
る
焼
夷
弾

大
牧
広

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
海
に
ね
む
り
し
特
攻
機



３
．
シ
ベ
リ
ア
抑
留
俳
句

敗
戦
に
み
な
焼
く
万
葉
集
だ
け
残
し

小
田
保

自
動
小
銃
抱
く
ソ
連
兵
よ
り
露
語
盗
む

秋
夜
覚
む
や
吾
が
句
脳
裏
に
刻
み
溜
む

石
丸
信
義

伐
採
の
ノ
ル
マ
完
了
眉
氷
る

百
瀬
石
濤
子

※

大
関
博
美
著
『
極
限
状
況
を
刻
む
俳
句―
ソ
連
抑
留

者
・
満
州
引
揚
げ
者
の
証
言
に
学
ぶ
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

※

高
杉
一
郎
著
『
極
光
の
か
げ
に
』
岩
波
文
庫

※

辺
見
じ
ゅ
ん
著
『
収
容
所
か
ら
来
た
遺
書
』
文
春
文
庫

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
ロ
シ
ア
の
庶
民
に
も
傷
跡
を
残
し
た
。

戦
争
は
ど
ち
ら
の
側
に
と
っ
て
も
不
幸
で
し
か
な
い
。

国
境
の
列
避
難
の
少
女
に
サ
ボ
テ
ン
の
鉢

ナ
タ
リ
ア

※

馬
場
朝
子
著
『
俳
句
が
伝
え
る
戦
時
下
の
ロ
シ
ア
』

現
代
書
館



４
．
大
牧
広
の
俳
句

第
四
句
集
『
昭
和
一
桁
』

日
本
人
に
は
八
月
は
暗
す
ぎ
る

第
五
句
集
『
風
の
突
堤
』

夏
景
色
と
は
Ｂ
29
を
仰
ぎ
し
景

知
覧
な
り
け
り
望
郷
の
つ
ば
く
ら
め

第
六
句
集
『
冬
の
駅
』

サ
イ
パ
ン
へ
滅
び
て
ゆ
き
し
雲
の
峰

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
海
に
ね
む
り
し
特
攻
機

第
七
句
集
『
大
森
海
岸
』

「
な
に
も
か
も
焼
け
た
」
と
母
の
灼
け
し
髪

進
駐
軍
の
尻
の
大
き
さ
雁
渡
る

第
九
句
集
『
地
平
』

は
る
か
な
り
進
駐
軍
と
い
わ
し
ぐ
も

第
十
句
集
『
朝
の
森
』

開
戦
日
が
来
る
ぞ
渋
谷
の
若
い
人

敗
戦
の
年
に
案
山
子
は
立
つ
て
ゐ
た
か
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